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１ 調査目的

本調査は、南丹市総合振興計画の進捗管理のため、市民が日頃感じている事柄や、これからのまち

づくりに対する意向等の、「市民意識」を把握し、その結果を基に行政評価や今後の計画策定の基礎

資料として活用することを目的とする。

併せて、南丹市地域創生戦略の戦略策定や、その評価のためのKPI（主要業績評価指標）としても

活用する。

２ 調査対象

令和７年５月３１日現在の南丹市人口２９，３０８人のうち、アンケート対象年齢を１８歳以上

８５歳以下と設定し、その人口２３，５５３人から、地域/年代/男女の人口構成比率を考慮して、

２，５００人を無作為抽出した。

３ 調査方法

郵送配布、郵送回収・オンライン回答

４ 調査期間

令和７年８月５日 ～ 令和７年８月２９日

Ⅰ アンケート調査の概要
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５ 配布状況

６ 調査項目

１．南丹市の住み心地について

２．まちづくりへの参加について

３．子育てについて

４．商業や生活環境について

５．医療・福祉について

６．防災について

７．行政サービスについて

８．まちづくりについての意見・提案

※本集計結果については、端数処理の関係で各項目の割合等は必ずしも合計欄等の数値とは一致して

いない場合があります。

均等割 人口割 計 均等割 人口割 計 均等割 人口割 計 均等割 人口割 計 均等割 人口割 計

男 22 63 85 20 22 42 20 13 33 18 0 18 80 98 178 

女 20 61 81 20 22 42 20 12 32 20 3 23 80 98 178 

男 20 51 71 20 22 42 20 14 34 20 11 31 80 98 178 

女 20 51 71 20 22 42 20 14 34 20 11 31 80 98 178 

男 20 51 71 20 22 42 20 14 34 20 11 31 80 98 178 

女 20 51 71 20 22 42 20 14 34 20 11 31 80 98 178 

男 20 51 71 20 22 42 20 15 35 20 11 31 80 99 179 

女 20 51 71 20 22 42 20 15 35 20 11 31 80 99 179 

男 20 51 71 20 22 42 20 14 34 20 12 32 80 99 179 

女 20 51 71 20 22 42 20 14 34 20 12 32 80 99 179 

男 20 51 71 20 22 42 20 15 35 20 11 31 80 99 179 

女 20 51 71 20 22 42 20 15 35 20 11 31 80 99 179 

 70歳代
男 20 51 71 20 23 43 20 14 34 20 11 31 80 99 179 

   以上
女 20 51 71 20 23 43 20 14 34 20 11 31 80 99 179 

男 142 369 511 140 155 295 140 99 239 138 67 205 560 690 1,250 

女 140 367 507 140 155 295 140 98 238 140 70 210 560 690 1,250 

282 736 1,018 280 310 590 280 197 477 278 137 415 1,120 1,380 2,500 

ア ン ケ ー ト 送 付 数

園部 八木 日吉 美山 計

合 計

年　代 性別

18・19歳

 20歳代

 30歳代

 40歳代

 50歳代

 60歳代

計
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１ 回収率

配布数：２，５００人 回答数：８２６人（回答率 33.0％）

今回実施した市民意識調査の回答率は、令和６年度調査より、2.0ポイント減少となりました。

●今年度と昨年度の回収率

送付数（Ａ） 有効回収数（Ｂ） 回収率（Ｂ/Ａ）

今回調査

(令和７年度)
２，５００通 ８２６件 ３３．０％

令和６年度調査 ２，５００通 ８７６件 ３５．０％

Ⅱ アンケート調査結果
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２ 市民意識調査結果

■調査結果の見方

◎この調査結果は、令和６年度に実施した同様のアンケート調査の結果を並べて比較したものです。

令和３年度の調査から、無回答の項目については原則「どちらでもない」として処理しています。

◎報告書中の「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」、「よく参加した」と「ときどき参加した」、

「している」と「どちらかといえばしている」をそれぞれ合わせた意見を「肯定的な意見」、「どち

らかといえばそう思わない」と「そう思わない」、「参加したかったができなかった」と「参加して

いない」、「していない」と「どちらかといえばしていない」をそれぞれ合わせた意見を「否定的な

意見」として記載しています。

20代、30代の回答数は増加しましたが、前回調査と同様、70代以上の回答が最も多く、次いで60

代と、年代の上昇に伴って回答率が高くなりました。

令和６年 令和７年

回答数(人) 比率(％) 回答数(人) 比率(％)

　18・19歳 70 8.0 66 8.0 

　20～29歳 67 7.6 85 10.3 

　30～39歳 93 10.6 103 12.5 

　40～49歳 128 14.6 107 13.0 

　50～59歳 149 17.0 113 13.7 

　60～69歳 159 18.2 157 19.0 

　70歳以上 210 24.0 195 23.6 

　無回答 0 0.0 0 0.0 

合計 876 100.0 826 100.0 

選　択　肢

8.0 

8.0 

7.6 

10.3 

10.6 

12.5 

14.6 

13.0 

17.0 

13.7 

18.2 

19.0 

24.0 

23.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和６年

令和７年

 18・19歳

 20～29歳

 30～39歳

 40～49歳

 50～59歳

 60～69歳

 70歳以上
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令和６年 令和７年

回答数(人) 比率(％) 回答数(人) 比率(％)

　園部町 353 40.3 344 41.6 

　八木町 193 22.0 192 23.2 

　日吉町 178 20.3 165 20.0 

　美山町 149 17.0 125 15.1 

　無回答 3 0.3 0 0.0 

合計 876 100.0 826 100.0 

選　択　肢

40.3 

41.6 

22.0 

23.2 

20.3 

20.0 

17.0 

15.1 

0.3 

0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和６年

令和７年

 園部町

 八木町

 日吉町

 美山町

 無回答
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令和６年 令和７年

回答数(人) 比率(％) 回答数(人) 比率(％)

　１年未満 16 1.8 24 2.9 

　１～４年 69 7.9 72 8.7 

　５～９年 67 7.6 50 6.1 

　１０～１９年 144 16.4 146 17.7 

　２０年以上 573 65.4 534 64.6 

　無回答 7 0.8 0 0.0 

合計 876 100.0 826 100.0 

選　択　肢

1.8 

2.9 

7.9 

8.7 

7.6 

6.1 

16.4 

17.7 

65.4 

64.6 

0.8 

0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和６年

令和７年

 １年未満

 １～４年

 ５～９年

 １０～１９年

 ２０年以上

 無回答
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　学生

令和６年 令和７年

回答数(人) 比率(％) 回答数(人) 比率(％)

　自営業 88 10.0 78 9.4 

　農林漁業 47 5.4 47 5.7 

　会社員・公務員 264 30.1 270 32.7 

75 8.6 80 9.7 

　パート・アルバイト 148 16.9 143 17.3 

　家事専業 71 8.1 65 7.9 

　無職 139 15.9 125 15.1 

　その他 40 4.6 15 1.8 

　無回答 4 0.5 3 0.4 

合計 876 100.0 826 100.0 

選　択　肢

10.0 

9.4 

5.4 

5.7 

30.1 

32.7 

8.6 

9.7 

16.9 

17.3 

8.1 

7.9 

15.9 

15.1 

4.6 

1.8 

0.5 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和６年

令和７年

 自営業

 農林漁業

 会社員・公務員

 学生

 パート・アルバイト

 家事専業

 無職

 その他

 無回答
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令和６年 令和７年

回答数(人) 比率(％) 回答数(人) 比率(％)

　そう思う 103 11.8 108 13.1 

　どちらかといえばそう思う 288 32.9 248 30.0 

　どちらともいえない 242 27.6 242 29.3 

　どちらかといえばそう思わない 156 17.8 144 17.4 

　そう思わない 87 9.9 84 10.2 

合計 876 100.0 826 100.0 

選　択　肢

0% 10% 20% 30% 40%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

令和６年

令和７年

「そう思う」の割合は、前回調査より1.3ポイント増加しましたが、「肯定的な意見」の割

合は、1.6ポイント減少し、43.1％となりました。「否定的な意見」は、0.1ポイント減少し、

27.6％となりました。

年代別にみると、「肯定的な意見」の割合は、40代（49.5％）が最も高く、次いで20代（47.1％）、

50代（45.1％）となっています。「否定的な意見」の割合は、18・19歳（40.9％）が最も高く、

他の年代より9ポイント以上高くなりました。

地域別にみると、「肯定的な意見」の割合は、園部が 49.4％、八木が 40.6％、日吉が 40.0％、

美山が 33.6％となっており、地域により差が見られます。

（どちらかといえば）

そう思う
（どちらかといえば）

そう思わない43.1% 27.6%
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※複数回答のため、問５における「肯定的な意見」の回答数（人）に対する比率を算出しています。

令和６年 令和７年

回答数(人) 比率(％) 回答数(人) 比率(％)

　自然環境・景観 288 73.7 260 73.0 

　近所づきあいのしやすさ 113 28.9 90 25.3 

　買い物の利便性 77 19.7 78 21.9 

　子育ての環境・制度 68 17.4 62 17.4 

　医療や福祉サービスの制度 71 18.2 60 16.9 

　交通網の利便性 65 16.6 53 14.9 

　教育の環境・制度 17 4.3 25 7.0 

　防犯・防災の取組 19 4.9 19 5.3 

　企業などの働く場 8 2.0 14 3.9 

　生涯学習やスポーツ活動の振興 15 3.8 11 3.1 

　農林業の振興 12 3.1 8 2.2 

　文化・芸術の振興 12 3.1 8 2.2 

　レジャー・娯楽の数・質 3 0.8 6 1.7 

　その他 13 3.3 12 3.4 

　無回答 17 4.3 21 5.9 

合計 800 - 727 -

選　択　肢
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

 自然環境・景観

 近所づきあいのしやすさ

 買い物の利便性

 子育ての環境・制度

 医療や福祉サービスの制度

 交通網の利便性

 教育の環境・制度

 防犯・防災の取組

 企業などの働く場

 生涯学習やスポーツ活動の振興

 農林業の振興

 文化・芸術の振興

 レジャー・娯楽の数・質

 その他

 無回答

令和６年

令和７年

住みやすい理由は「自然環境・景観」が最多

「南丹市は住みやすいまちだと思うか」という設問に対して「肯定的な意見」と回答され

た理由は、「自然環境・景観」が73.0％と最も多く、半数以上の方が回答されています。次い

で「近所づきあいのしやすさ」が25.3％、「買い物の利便性」が21.9％となっています。

前年度調査と比較すると、前年度と同様に「自然環境・景観」が高く、「近所づきあいのし

やすさ」が3.6ポイント減少し、「買い物の利便性」が2.2ポイント増加しました。また、「教

育の環境・制度」が2.7ポイント、「企業などの働く場」が1.9ポイント増加しました。

年代別にみると、いずれの年代でも「自然環境・景観」が突出して高くなっており、18・

19歳、20代では「教育の環境・制度」、30代、40代では「買い物の利便性」と「子育ての環境・

制度」、60代以上では「医療・福祉のサービス・制度」が他の年代より高くなっています。

地域別にみると、地域による差はあるものの、いずれの地域でも「自然環境・景観」が突

出して高くなっています。「買い物の利便性」は特に地域により大きな差が見られます。
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※複数回答のため、問５における「否定的な意見」の回答数（人）に対する比率を算出しています。

令和６年 令和７年

回答数(人) 比率(％) 回答数(人) 比率(％)

　交通網の利便性 172 70.8 158 69.3 

　買い物の利便性 165 67.9 150 65.8 

　企業などの働く場 65 26.7 55 24.1 

　医療や福祉サービスの制度 67 27.6 49 21.5 

　レジャー・娯楽の数・質 50 20.6 37 16.2 

　近所づきあいのしやすさ 23 9.5 21 9.2 

　農林業の振興 28 11.5 18 7.9 

　子育ての環境・制度 28 11.5 18 7.9 

　教育の環境・制度 12 4.9 15 6.6 

　自然環境・景観 8 3.3 9 3.9 

　防犯・防災の取組 8 3.3 8 3.5 

　文化・芸術の振興 8 3.3 8 3.5 

　生涯学習やスポーツ活動の振興 3 1.2 5 2.2 

　その他 20 8.2 25 11.0 

　無回答 6 2.5 7 3.1 

合計 643 - 583 -

選　択　肢
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住みにくい理由の多くは「交通網」や「買い物」の不便さ

「南丹市は住みやすいまちだと思うか」という設問に対して「否定的な意見」を回答された

理由は、前年調査と同様に、「交通網の利便性」が69.3％と最も多く、次いで「買い物の利便

性」が65.8％で半数以上の方が回答されています。次いで、「企業などの働く場」が24.1％と

なりました。

前年調査より、「医療や福祉サービス等の制度」が6.1ポイント、「レジャー・娯楽の数・質」

が4.4ポイント減少し、「教育の環境・制度」が1.7ポイント増加しました。

年代別にみると、どの年代でも「交通網の利便性」、「買い物の利便性」と回答された方が

半数以上となっており、特に 18・19 歳が他の年代と比べて高くなっています。20 代と 40代

では「教育の環境・制度」、30 代では「レジャー・娯楽の数・質」と「子育ての環境・制度」、

50 代では「近所づきあいのしやすさ」が他の年代と比べて高くなっています。

地域別にみると、園部では「交通網の利便性」、八木では「子育ての環境・制度」、日吉で

は「買い物の利便性」、美山では「医療や福祉サービスの制度」と「近所づきあいのしやすさ」

が他の地域と比べて高くなっており、地域での差が見られます。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

 交通網の利便性

 買い物の利便性

 企業などの働く場

 医療や福祉サービスの制度

 レジャー・娯楽の数・質

 近所づきあいのしやすさ

 農林業の振興

 子育ての環境・制度

 教育の環境・制度

 自然環境・景観

 防犯・防災の取組

 文化・芸術の振興

 生涯学習やスポーツ活動の振興

 その他

 無回答

令和６年

令和７年
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令和６年 令和７年

回答数(人) 比率(％) 回答数(人) 比率(％)

　そう思う 241 27.5 200 24.2 

　どちらかといえばそう思う 258 29.5 241 29.2 

　どちらともいえない 221 25.2 243 29.4 

　どちらかといえばそう思わない 95 10.8 93 11.3 

　そう思わない 61 7.0 49 5.9 

合計 876 100.0 826 100.0 

選　択　肢

0% 10% 20% 30%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

令和６年

令和７年

「肯定的な意見」の割合は、前年度調査より 3.6 ポイント減少し 53.4％、「否定的な意見」

の割合は、0.6 ポイント減少し 17.2％となりました。

年代別にみると、年代が上がるにつれ、「そう思う」と回答される方の割合が増えていく傾

向があります。一方で、「否定的な意見」の割合が18・19歳で39.4％で、他の年代と比較して

18ポイント以上高くなっており、「肯定的な意見」を上回っています。20代、30代も他の年代

より高くなっており、この傾向は、前年度調査でも見られました。

地域別にみると、「肯定的な意見」の割合は、美山（61.6％）が最も高く、次いで八木（54.7％）

となっています。

（どちらかといえば）

そう思う
（どちらかといえば）

そう思わない53.4% 17.2%



Ⅱ アンケート調査結果
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令和６年 令和７年

回答数(人) 比率(％) 回答数(人) 比率(％)

　そう思う 39 4.5 39 4.7 

　どちらかといえばそう思う 204 23.3 195 23.6 

　どちらともいえない 400 45.7 369 44.7 

　どちらかといえばそう思わない 135 15.4 139 16.8 

　そう思わない 98 11.2 84 10.2 

合計 876 100.0 826 100.0 

選　択　肢

0% 10% 20% 30% 40% 50%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

令和６年

令和７年

「肯定的な意見」の割合は、前年度調査より 0.5 ポイント増加し 28.3％、「否定的な意見」

の割合は、0.4 ポイント増加し 27.0％となりました。

年代別にみると、「肯定的な意見」の割合が高いのは、20代（41.2％）、18・19歳（33.4％）

で、低かったのは60代（20.4％）となっています。「否定的な意見」の割合は、60代（35.0％）

が最も高く、次いで18・19歳（30.3％）となっています。

地域別にみると、「肯定的な意見」の割合は、美山（31.2％）が他の地域と比べてやや高く、

「否定的な意見」は、八木（30.7％）と美山（28.8％）がやや高くなっています。

（どちらかといえば）

そう思う
（どちらかといえば）

そう思わない28.3% 27.0%



Ⅱ アンケート調査結果
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令和６年 令和７年

回答数(人) 比率(％) 回答数(人) 比率(％)

　そう思う 23 2.6 18 2.2 

　どちらかといえばそう思う 116 13.2 110 13.3 

　どちらともいえない 400 45.7 378 45.8 

　どちらかといえばそう思わない 190 21.7 181 21.9 

　そう思わない 147 16.8 139 16.8 

合計 876 100.0 826 100.0 

選　択　肢

0% 10% 20% 30% 40% 50%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

令和６年

令和７年

「肯定的な意見」の割合は、前年度調査より0.3ポイント減少し15.5％、「否定的な意見」

の割合は、0.2ポイント増加し38.7％となりました。

年代別にみると、「肯定的な意見」の割合は、20代（23.5％）、18・19歳（22.7％）で高く、

「否定的な意見」の割合は、60代（45.8％）、40代（41.1％）で高くなっています。

地域別にみると、「否定的な意見」の割合は、八木が43.2％、美山が41.6％、日吉が40.0％

となっており、園部の34.6％と比べてやや高くなっています。

（どちらかといえば）

そう思う
（どちらかといえば）

そう思わない15.5% 38.7%



Ⅱ アンケート調査結果

16

令和６年 令和７年

回答数(人) 比率(％) 回答数(人) 比率(％)

　よく参加した 139 15.9 120 14.5 

　ときどき参加した 303 34.6 283 34.3 

　参加したかったができなかった 91 10.4 78 9.4 

　参加していない 340 38.8 345 41.8 

　無回答 3 0.3 0 0.0 

合計 876 100.0 826 100.0 

選　択　肢

0% 10% 20% 30% 40% 50%

よく参加した

ときどき参加した

参加したかったができなかった

参加していない

無回答

令和６年
令和７年

「肯定的な意見」の割合は、前年度調査より1.7ポイント減少し48.8％、「否定的な意見」

の割合は、2.0ポイント増加し51.2％となりました。

年代別にみると、「肯定的な意見」の割合は、60代（65.0％）が最も高く、次いで70代以上

（60.5％）、50代（49.5％）となっています。「否定的な意見」の割合は、18・19歳（84.9％）、

20代（70.6％）が他の年代よりも10ポイント以上高くなっています。

地域別にみると、「肯定的な意見」の割合は、美山が最も高く56.8％、最も低いのは園部の

44.5％と地域による差が見られました。

（ときどき）

参加した
（参加したかったが）

参加していない48.8% 51.2%



Ⅱ アンケート調査結果
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令和６年 令和７年

回答数(人) 比率(％) 回答数(人) 比率(％)

　そう思う 36 4.1 28 3.4 

　どちらかといえばそう思う 200 22.8 173 20.9 

　どちらともいえない 372 42.5 358 43.3 

　どちらかといえばそう思わない 175 20.0 173 20.9 

　そう思わない 93 10.6 94 11.4 

合計 876 100.0 826 100.0 

選　択　肢

0% 10% 20% 30% 40% 50%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

令和６年
令和７年

「肯定的な意見」の割合は、前年度調査より2.6ポイント減少し24.3％、「否定的な意見」

の割合は、1.7ポイント増加し32.3％となりました。

年代別にみると、「肯定的な意見」の割合が高いのは、18・19歳（40.9％）、20代（38.8％）

で、低いのは60代（15.9％）、70代以上（19.0％）となっており、年代による差が見られます。

地域別にみると、「肯定的な意見」の割合は、美山が29.6％、園部が25.3％、八木が24.4％、

日吉が18.2％と地域による差が見られます。

（どちらかといえば）

そう思う
（どちらかといえば）

そう思わない24.3% 32.3%



Ⅱ アンケート調査結果
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令和６年 令和７年

回答数(人) 比率(％) 回答数(人) 比率(％)

　そう思う 22 2.5 14 1.7 

　どちらかといえばそう思う 122 13.9 124 15.0 

　どちらともいえない 391 44.6 350 42.4 

　どちらかといえばそう思わない 170 19.4 189 22.9 

　そう思わない 171 19.5 149 18.0 

合計 876 100.0 826 100.0 

選　択　肢

0% 10% 20% 30% 40% 50%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

令和６年

令和７年

「肯定的な意見」の割合は、前年度調査から0.3ポイント増加し16.7％、「否定的な意見」

の割合は、2.0ポイント増加し40.9％となりました。

年代別にみると、「肯定的な意見」の割合は、20代（25.9％）、18・19歳（25.8％）で、他

の年代よりも8ポイント以上高くなりました。一方、18・19歳は「否定的な意見」の割合も最

も高く、51.5％でした。

地域別にみると、「肯定的な意見」の割合は、美山が22.4％、園部が19.2％、日吉が12.7％、

八木が12.0％と地域によりやや差が見られました。

（どちらかといえば）

そう思う
（どちらかといえば）

そう思わない16.7% 40.9%



Ⅱ アンケート調査結果
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令和６年 令和７年

回答数(人) 比率(％) 回答数(人) 比率(％)

　そう思う 54 6.2 61 7.4 

　どちらかといえばそう思う 250 28.5 226 27.4 

　どちらともいえない 333 38.0 318 38.5 

　どちらかといえばそう思わない 155 17.7 135 16.3 

　そう思わない 84 9.6 86 10.4 

合計 876 100.0 826 100.0 

選　択　肢

0% 10% 20% 30% 40%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

令和６年
令和７年

「肯定的な意見」の割合は、前年度調査より0.1ポイント増加し34.8％、「否定的な意見」

の割合は、0.6ポイント減少し26.7％となりました。

年代別にみると、「肯定的な意見」の割合が高いのは、20代（47.0％）、30代（39.8％）と

なっています。一方で「否定的な意見」の割合も、30代（32.1％）が60代（33.7％）に次い

で高くなっています。

地域別にみると、「否定的な意見」の割合は、園部（19.5％）、八木（26.0％）、日吉（32.7％）、

美山（40.0％）となっており、地域により差が見られます。美山は「否定的な意見」が「肯

定的な意見」を上回りました。

（どちらかといえば）

そう思う
（どちらかといえば）

そう思わない34.8% 26.7%



Ⅱ アンケート調査結果
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令和６年 令和７年

回答数(人) 比率(％) 回答数(人) 比率(％)

　そう思う 37 4.2 47 5.7 

　どちらかといえばそう思う 201 22.9 163 19.7 

　どちらともいえない 409 46.7 376 45.5 

　どちらかといえばそう思わない 149 17.0 148 17.9 

　そう思わない 80 9.1 92 11.1 

合計 876 100.0 826 100.0 

選　択　肢

0% 10% 20% 30% 40% 50%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

令和６年
令和７年

「肯定的な意見」の割合は、前年度調査より1.7ポイント減少し25.4％、「否定的な意見」

の割合は、2.9ポイント増加し29.0％となりました。

年代別にみると、「肯定的な意見」の割合は、20代（41.2％）、18・19歳（36.3％）で高く、

「肯定的な意見」が「否定的な意見」を上回っています。その他の年代の「肯定的な意見」

の割合は16.8％～29.9％で、30代、50代、60代、70代以上では「否定的な意見」が「肯定的

な意見」を上回っています。

地域別にみると、園部以外の地域では、「否定的な意見」が「肯定的な意見」を上回ってい

ます。

（どちらかといえば）

そう思う
（どちらかといえば）

そう思わない25.4% 29.0%



Ⅱ アンケート調査結果
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令和６年 令和７年

回答数(人) 比率(％) 回答数(人) 比率(％)

　そう思う 59 6.7 64 7.7 

　どちらかといえばそう思う 249 28.4 225 27.2 

　どちらともいえない 353 40.3 338 40.9 

　どちらかといえばそう思わない 135 15.4 118 14.3 

　そう思わない 80 9.1 81 9.8 

合計 876 100.0 826 100.0 

選　択　肢

0% 10% 20% 30% 40% 50%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

令和６年
令和７年

「肯定的な意見」の割合は、前年度調査より0.2ポイント減少し34.9％、「否定的な意見」

の割合は、0.4ポイント減少し24.1％となりました。

年代別にみると、「肯定的な意見」の割合は、18・19歳（60.6％）、20代（50.6％）が他の

世代より13ポイント以上高くなっています。「否定的な意見」の割合は、30代（39.8％）が最

も高く、「肯定的な意見」の割合（31.1％）を上回っています。

地域別にみると、「肯定的な意見」の割合は、園部が39.2％、八木が34.3％、日吉が32.8％、

美山が27.2％と地域により差が見られます。

（どちらかといえば）

そう思う
（どちらかといえば）

そう思わない34.9% 24.1%



Ⅱ アンケート調査結果

22

令和６年 令和７年

回答数(人) 比率(％) 回答数(人) 比率(％)

　そう思う 63 7.2 59 7.1 

　どちらかといえばそう思う 272 31.1 229 27.7 

　どちらともいえない 372 42.5 356 43.1 

　どちらかといえばそう思わない 102 11.6 104 12.6 

　そう思わない 67 7.6 78 9.4 

合計 876 100.0 826 100.0 

選　択　肢

0% 10% 20% 30% 40% 50%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

令和６年

令和６年

「肯定的な意見」の割合は、前年度調査より3.5ポイント減少し34.8％、「否定的な意見」

の割合は、2.8ポイント増加し22.0％となりました。

年代別にみると、「肯定的な意見」の割合は、18・19歳（56.1％）、20代（49.4％）が他の

世代より13ポイント以上高く、「否定的な意見」の割合は、30代（30.1％）が最も高く、次い

で60代（26.2％）、50代（25.7％）となっています。

地域別にみると、「否定的な意見」の割合が、園部は18.3％、八木は20.8％、日吉は26.1％、

美山は28.8％と地域により差が見られました。

（どちらかといえば）

そう思う
（どちらかといえば）

そう思わない34.8% 22.0%



Ⅱ アンケート調査結果
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令和６年 令和７年

回答数(人) 比率(％) 回答数(人) 比率(％)

　そう思う 159 18.2 129 15.6 

　どちらかといえばそう思う 317 36.2 359 43.5 

　どちらともいえない 216 24.7 174 21.1 

　どちらかといえばそう思わない 104 11.9 109 13.2 

　そう思わない 80 9.1 55 6.7 

合計 838 100.0 826 100.0 

選　択　肢

0% 10% 20% 30% 40% 50%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

令和６年

令和７年

「肯定的な意見」の割合は、前年度調査より4.7ポイント増加し59.1％、「否定的な意見」

の割合は、1.1ポイント減少し19.9％となりました。半数以上の市民が市内の店舗や事業者を

利用しようとしていることが分かります。

年代別にみると、「肯定的な意見」の割合は、どの年代も60％前後と高くなりました。

地域別にみると、「肯定的な意見」の割合は、美山が68.8％、園部が62.5％、日吉が58.8％、

八木が46.9％となり、八木が他の地域より11ポイント以上低くなっています。

（どちらかといえば）

そう思う
（どちらかといえば）

そう思わない59.1% 19.9%



Ⅱ アンケート調査結果
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令和６年 令和７年

回答数(人) 比率(％) 回答数(人) 比率(％)

　そう思う 219 25.0 200 24.2 

　どちらかといえばそう思う 370 42.2 357 43.2 

　どちらともいえない 192 21.9 189 22.9 

　どちらかといえばそう思わない 57 6.5 45 5.4 

　そう思わない 38 4.3 35 4.2 

合計 876 100.0 826 100.0 

選　択　肢

0% 10% 20% 30% 40% 50%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

令和６年

令和７年

「肯定的な意見」は、前年度調査より0.2ポイント増加し67.4％、「否定的な意見」の割合

は、1.2ポイント減少し9.6％となりました。多くの人が南丹市の農産物や特産品に関心をも

っていると考えられます。

年代別にみると、「肯定的な意見」の割合は、40代（73.9％）、20代（72.9％）でやや高く、

「否定的な意見」の割合は、18・19歳（18.2％）でやや高くなっています。

地域別にみると、「肯定的な意見」に大きな差はありませんが、「否定的な意見」は、八木

（14.6％）、美山（12.8％）がやや高くなっています。

（どちらかといえば）

そう思う
（どちらかといえば）

そう思わない67.4% 9.6%



Ⅱ アンケート調査結果
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令和６年 令和７年

回答数(人) 比率(％) 回答数(人) 比率(％)

　そう思う 108 12.3 105 12.7 

　どちらかといえばそう思う 361 41.2 309 37.4 

　どちらともいえない 283 32.3 259 31.4 

　どちらかといえばそう思わない 76 8.7 104 12.6 

　そう思わない 48 5.5 49 5.9 

合計 876 100.0 826 100.0 

選　択　肢

0% 10% 20% 30% 40% 50%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

令和６年

令和７年

「肯定的な意見」の割合は、前年度調査より 3.4 ポイント減少し 50.1％、「否定的な意見」

の割合は、4.3 ポイント増加し 18.5％となりました。

年代別にみると、「肯定的な意見」の割合は、18・19 歳（68.2％）、20代（62.3％）と年

代が下がるほど割合が高くなっており、前年度と同様の傾向が見られます。

地域別にみると、「肯定的な意見」の割合は、八木（54.2％）が最も高く、次いで美山

（51.2％）となっています。

（どちらかといえば）

そう思う
（どちらかといえば）

そう思わない50.1% 18.5%



Ⅱ アンケート調査結果
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令和６年 令和７年

回答数(人) 比率(％) 回答数(人) 比率(％)

　そう思う 77 8.8 84 10.2 

　どちらかといえばそう思う 297 33.9 263 31.8 

　どちらともいえない 316 36.1 284 34.4 

　どちらかといえばそう思わない 106 12.1 116 14.0 

　そう思わない 80 9.1 79 9.6 

合計 876 100.0 826 100.0 

選　択　肢

0% 10% 20% 30% 40%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

令和６年

令和７年

「肯定的な意見」の割合は、前年度調査より 0.7 ポイント減少し 42.0％、「否定的な意見」

の割合は、2.4 ポイント増加し 23.6％となりました。

年代別にみると、「肯定的な意見」の割合は、18・19 歳（63.7％）が最も高く、70 代以上

（27.2％）が最も低く、年代が上がるにつれて低くなる傾向が見られました。前年度でも同

様の傾向となっています。

地域別にみると、「肯定的な意見」の割合は、美山が 51.2％、八木が 45.8％、園部が 40.1％、

日吉が 34.6％と地域により差が見られました。

（どちらかといえば）

そう思う
（どちらかといえば）

そう思わない42.0% 23.6%



Ⅱ アンケート調査結果
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令和６年 令和７年

回答数(人) 比率(％) 回答数(人) 比率(％)

　そう思う 48 5.5 46 5.6 

　どちらかといえばそう思う 179 20.4 159 19.2 

　どちらともいえない 339 38.7 294 35.6 

　どちらかといえばそう思わない 180 20.5 190 23.0 

　そう思わない 130 14.8 137 16.6 

合計 876 100.0 826 100.0 

選　択　肢

0% 10% 20% 30% 40%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

令和６年

令和７年

「肯定的な意見」の割合は、前年度調査より 1.1 ポイント減少し 24.8％、「否定的な意見」

の割合は、4.3 ポイント増加し 39.6％となりました。

年代別にみると、「肯定的な意見」の割合は、20 代（44.7％）、18・19 歳（39.4％）で高

く、30 代以上では、「否定的な意見」の割合が「肯定的な意見」を上回りました。

地域別にみると、「肯定的な意見」の割合は美山（48.8％）が高くなっており、園部の

21.8％、八木の 20.3％、日吉の 18.2％と比べて大きな差が見られました。

（どちらかといえば）

そう思う
（どちらかといえば）

そう思わない24.8% 39.6%



Ⅱ アンケート調査結果

28

令和６年 令和７年

回答数(人) 比率(％) 回答数(人) 比率(％)

　そう思う 19 2.2 28 3.4 

　どちらかといえばそう思う 65 7.4 56 6.8 

　どちらともいえない 166 18.9 125 15.1 

　どちらかといえばそう思わない 237 27.1 253 30.6 

　そう思わない 389 44.4 364 44.1 

合計 876 100.0 826 100.0 

選　択　肢

0% 10% 20% 30% 40% 50%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

令和６年

令和７年

「肯定的な意見」の割合は、前年度調査より 0.6 ポイント増加し 10.2％、「否定的な意見」

の割合は、3.2 ポイント増加し 74.7％となりました。市民の多くが市内の公共交通機関を利

用しにくいと感じている状況は、前年度調査と同様の結果となりました。

年代別にみると、「否定的な意見」の割合は、60代（83.5％）が最も高く、次いで50代

（80.5％）となっており、最も低いのは70代以上（66.7％）となっています。

地域別にみると、「否定的な意見」の割合は、日吉（79.4％）が最も高いものの、市内全域

で公共交通機関を利用しにくいと感じている人が多くなっています。

（どちらかといえば）

そう思う
（どちらかといえば）

そう思わない10.2% 74.7%
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令和６年 令和７年

回答数(人) 比率(％) 回答数(人) 比率(％)

　そう思う 65 7.4 74 9.0 

　どちらかといえばそう思う 245 28.0 222 26.9 

　どちらともいえない 220 25.1 200 24.2 

　どちらかといえばそう思わない 182 20.8 172 20.8 

　そう思わない 164 18.7 158 19.1 

合計 876 100.0 826 100.0 

選　択　肢

0% 10% 20% 30%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

令和６年

令和７年

「肯定的な意見」の割合は、前年度調査より 0.5 ポイント増加し 35.9％、「否定的な意見」

の割合は、0.4 ポイント増加し 39.9％となりました。

年代別にみると、20代は「そう思う」の割合が 23.5％と、他の年代より 12 ポイント以上

高くなっています。また、18・19 歳、20 代、70代以上では「肯定的な意見」の割合が「否定

的な意見」の割合よりも高くなっています。

地域別にみると、美山の「否定的な意見」の割合が 69.6％で、前年度調査と同様に突出し

て高く、日吉の 43.1％、園部の 33.4％、八木の 29.7％と比べて 26 ポイント以上の差があり

ます。

（どちらかといえば）

そう思う
（どちらかといえば）

そう思わない35.9% 39.9%
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令和６年 令和７年

回答数(人) 比率(％) 回答数(人) 比率(％)

　そう思う 55 6.3 51 6.2 

　どちらかといえばそう思う 177 20.2 165 20.0 

　どちらともいえない 296 33.8 249 30.1 

　どちらかといえばそう思わない 184 21.0 200 24.2 

　そう思わない 164 18.7 161 19.5 

合計 876 100.0 826 100.0 

選　択　肢

0% 10% 20% 30% 40%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

令和６年

令和７年

「肯定的な意見」の割合は、前年度調査より0.3ポイント減少し26.2％、「否定的な意見」

の割合は、4.0ポイント増加し43.7％となりました。

年代別にみると、「肯定的な意見」の割合は、18・19歳（43.9％）が最も高く、他の年代と

比較して13ポイント以上の差があります。「否定的な意見」の割合は、50代（51.4％）、60代

（49.0％）が高くなっています。

地域別にみると、「肯定的な意見」の割合は、美山（10.4％）が最も低く、日吉（25.5％）、

園部（29.7％）、八木（30.7％）と比較して 15 ポイント以上の差があります。

（どちらかといえば）

そう思う
（どちらかといえば）

そう思わない26.2% 43.7%
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令和６年 令和７年

回答数(人) 比率(％) 回答数(人) 比率(％)

　そう思う 46 5.3 37 4.5 

　どちらかといえばそう思う 130 14.8 108 13.1 

　どちらともいえない 414 47.3 380 46.0 

　どちらかといえばそう思わない 157 17.9 160 19.4 

　そう思わない 129 14.7 141 17.1 

合計 876 100.0 826 100.0 

選　択　肢

0% 10% 20% 30% 40% 50%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

令和６年

令和７年

「肯定的な意見」の割合は、前年度調査から 2.5 ポイント減少し 17.6％、「否定的な意見」

の割合は、3.9 ポイント増加し 36.5％となりました。

年代別にみると、「肯定的な意見」の割合は、18・19 歳（28.8％）、次いで 20代（25.9％）

が高く、30 代（11.6％）が最も低くなっています。

地域別にみると、「肯定的な意見」は、八木（23.4％）が最も高く、次いで園部（18.3％）、

美山（13.6％）、日吉（12.1％）と地域による差が見られます。

（どちらかといえば）

そう思う
（どちらかといえば）

そう思わない17.6% 36.5%
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令和６年 令和７年

回答数(人) 比率(％) 回答数(人) 比率(％)

　そう思う 48 5.5 43 5.2 

　どちらかといえばそう思う 244 27.9 204 24.7 

　どちらともいえない 352 40.2 358 43.3 

　どちらかといえばそう思わない 147 16.8 137 16.6 

　そう思わない 85 9.7 84 10.2 

合計 876 100.0 826 100.0 

選　択　肢

0% 10% 20% 30% 40% 50%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

令和６年

令和７年

「肯定的な意見」の割合は、前年度調査より 3.5 ポイント減少し 29.9％、「否定的な意見」

の割合は 0.3 ポイント増加し 26.8％となりました。

年代別にみると、「肯定的な意見」の割合は、20 代（42.4％）が最も高く、次いで 18・19

歳（33.3％）となっています。また、50 代と 60代では、「否定的な意見」の割合が「肯定的

な意見」を上回っています。

地域別にみると、「肯定的な意見」の割合は、八木が 36.4％、園部が 31.4％、美山が 27.2％、

日吉が 21.2％と、地域により差が見られます。

（どちらかといえば）

そう思う
（どちらかといえば）

そう思わない29.9% 26.8%
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令和６年 令和７年

回答数(人) 比率(％) 回答数(人) 比率(％)

　そう思う 45 5.1 51 6.2 

　どちらかといえばそう思う 195 22.3 164 19.9 

　どちらともいえない 387 44.2 360 43.6 

　どちらかといえばそう思わない 159 18.2 165 20.0 

　そう思わない 90 10.3 86 10.4 

合計 876 100.0 826 100.0 

選　択　肢

0% 10% 20% 30% 40% 50%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

令和６年
令和７年

「肯定的な意見」の割合は、前年度調査より 1.3 ポイント減少し 26.1％、「否定的な意見」

の割合は、1.9 ポイント増加し 30.4％となりました。

年代別にみると、「肯定的な意見」の割合は、20代（36.5％）、18・19 歳（31.8％）が高く、

「否定的な意見」の割合は、60 代（35.0％）、18・19 歳（34.8％）が高くなっています。

地域別にみると、「肯定的な意見」の割合は、八木（36.0％）で最も高く、「否定的な意見」

を上回っていますが、他の地域では、「否定的な意見」の割合が「肯定的な意見」を上回って

います。

（どちらかといえば）

そう思う
（どちらかといえば）

そう思わない26.1% 30.4%
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令和６年 令和７年

回答数(人) 比率(％) 回答数(人) 比率(％)

　そう思う 78 8.9 88 10.7 

　どちらかといえばそう思う 303 34.6 295 35.7 

　どちらともいえない 337 38.5 284 34.4 

　どちらかといえばそう思わない 93 10.6 97 11.7 

　そう思わない 65 7.4 62 7.5 

合計 876 100.0 826 100.0 

選　択　肢

0% 10% 20% 30% 40%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

令和６年

令和７年

「肯定的な意見」の割合は、前年度調査より 2.9 ポイント増加し 46.4％、「否定的な意見」

の割合は、1.2 ポイント増加し 19.2％となりました。

年代別にみると、「肯定的な意見」の割合は、50代（54.9％）、30代（54.3％）が高く、18・

19 歳（34.9％）、70 代以上（35.3％）と比較して 20 ポイント程の差が見られます。

地域別にみると、「肯定的な意見」の割合は、園部が 51.5％、八木が 47.4％、美山が 42.4％、

日吉が 37.5％と地域により差が見られます。

（どちらかといえば）

そう思う
（どちらかといえば）

そう思わない46.4% 19.2%
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令和６年 令和７年

回答数(人) 比率(％) 回答数(人) 比率(％)

　そう思う 23 2.6 21 2.5 

　どちらかといえばそう思う 103 11.8 80 9.7 

　どちらともいえない 402 45.9 357 43.2 

　どちらかといえばそう思わない 184 21.0 198 24.0 

　そう思わない 164 18.7 170 20.6 

合計 876 100.0 826 100.0 

選　択　肢

0% 10% 20% 30% 40% 50%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

令和６年

令和７年

「肯定的な意見」の割合は、前年度調査より 2.2 ポイント減少し 12.2％、「否定的な意見」

の割合は、4.9 ポイント増加し 44.6％となりました。

年代別にみると、「肯定的な意見」の割合は 30 代以上が 8.3～12.6％と低く、「否定的な意

見」の割合よりも 30ポイント以上低くなっています。

地域別にみると、全ての地域において、「否定的な意見」が「肯定的な意見」を 25 ポイン

ト以上上回っています。

（どちらかといえば）

そう思う
（どちらかといえば）

そう思わない12.2% 44.6%
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令和６年 令和７年

回答数(人) 比率(％) 回答数(人) 比率(％)

　している 54 6.2 50 6.1 

　どちらかといえばしている 246 28.1 228 27.6 

　どちらともいえない 297 33.9 268 32.4 

　どちらかといえばしていない 157 17.9 165 20.0 

　していない 122 13.9 115 13.9 

合計 876 100.0 826 100.0 

選　択　肢

0% 10% 20% 30% 40%

している

どちらかといえばしている

どちらともいえない

どちらかといえばしていない

していない

令和６年

令和７年

「肯定的な意見」の割合は、前年度調査より0.6ポイント減少し33.7％、「否定的な意見」

の割合は、2.1ポイント増加し33.9％となりました。

年代別にみると、「肯定的な意見」の割合が高いのは、18・19歳（50.0％）、20代（49.4％）

でした。「否定的な意見」の割合が高いのは、30代（42.7％）、60代（36.9％）で、「肯定的

な意見」より10ポイントほど高くなっています。

地域別にみると、「肯定的な意見」は園部が最も高く 36.9％、「否定的な意見」の割合は、

八木が他の地域と比べてやや高く 37.5％となっています。

（どちらかといえば）

そう思う
（どちらかといえば）

そう思わない33.7% 33.9%
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まちづくりに対してご提案やご意見についてお伺いしたところ、延べ 587 件のご回答をいただき

ました。主な内容は次のとおりです。

●行政・議会について １４４件

・市政・予算の使い方の見直し ４９件

・デジタル化・情報発信の見直し、強化 ２８件

・地域の状況に応じたまちづくり １４件

・南丹市職員の対応・資質の改善 １２件

・市民中心の行政、市民や民間との協働を望む １２件

・南丹市職員の対応が良い １０件

・南丹市職員数、業務量の見直し ４件

・その他 １５件

●まちづくり・住まいの環境について ８５件

・商業施設・飲食店が少ない。誘致を望む ４２件

・魅力の発信について見直し １０件

・企業誘致・働きやすい環境づくり １０件

・住まい環境の整備・充実 ３件

・その他 ２０件

●ごみ・インフラについて ７０件

・ゴミの収集方法の改善を望む ２５件

・ゴミ袋・ゴミ収集の値段が高い ２０件

・道路の整備・改修を望む ９件

・街灯の整備・充実を望む ４件

・その他 １２件

●交通について ７４件

・公共交通の充実を望む（電車やバス、タクシーなど） ４９件

・車がないと生活できない １１件

・駅舎や駅周辺の整備 ８件

・その他 ６件
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●結婚・子育て・教育について ３９件

・子育て支援の充実 １２件

・学校教育の環境・体制の改善・充実を望む ７件

・保育所・幼稚園・学童等の改善・充実を望む ５件

・子育て環境を整えてほしい ３件

・医療費・保育料の無償化を検討してほしい ３件

・その他 ９件

●公共施設・開発について ２５件

・子どもと遊べる公園・施設が少ない １３件

・公共施設・設備の整備・充実を望む ９件

・その他 ３件

●景観・環境について ２７件

・自然・景観の保全望む １６件

・鳥獣対策の強化を求む ４件

・樹木などの管理 ４件

・その他 ３件

●コミュニティ・交流について ２２件

・自治会のあり方、制度の見直し ８件

・外国人について ７件

・その他 ７件

●医療・福祉について ２０件

・医療機関の充実を望む １３件

・産婦人科・小児科の充実を求む ３件

・その他 ４件
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●防災・防犯について １７件

・防災行政無線のアナウンス内容の見直し・改善を望む ６件

・防災・減災対策の充実、災害時の対応強化を望む ４件

・その他 ７件

●税金、補助金について １３件

・税金が高い ７件

・税金の有効活用・支援の充実 ６件

●農林業について １０件

・新規参入を増やすための支援の充実 ４件

・その他 ６件

●移住促進について ８件

・移住したくなる地域づくりを望む ６件

・その他 ２件

●高齢者、障がい者について ７件

・安心して生活できる環境づくり・支援を望む ３件

・その他 ４件

●その他・感想など ２６件

・市民意識調査の質問項目について １０件

・その他 １６件

アンケートにご協力いただき、ありがとうございました。
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